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佐吉の欧米視察ルート

第 2回

「雄飛の翼」

　豊田商会時代の佐吉は発明に専念し、新しい動力織機を次々に世に

送り出し、織布工場も繁忙を極めていました。そんな折、再び三井物産から

話が持ちかけられます。佐吉のもとを訪れたのは、またしても佐吉の才能を

高く評価していた藤野亀之助でした。藤野は佐吉に株式会社組織に改組

することを勧めます。井桁商会での失敗もあり最初は固辞し随分悩みましたが、

当時、繊維産業は国を支える基幹産業であり、国家的事業と説く藤野の

熱意に「国のためになるなら」と受諾。1906（明治39）年12月、豊田式織機

株式会社※（以下、豊田式織機（株））を設立。東京、大阪、名古屋の資本家

から資金を調達し、資本金100万円という、当時としては珍しい国家事業

規模の大会社が誕生。豊田商会の工場・従業員も引き継ぎ操業を開始し、佐

吉は常務取締役・技師長に就任しました。

　豊田式織機（株）は、当初、「たて糸切断自働停止装置」などを装着した

「三十九年式織機」や低廉な「軽便織機」など好調に推移していたものの、

日露戦争後の反動不況で業績が振るわない状況が続きます。それでも

なお、発明のための試験を重ねたい佐吉は、私費を投じて試験工場

発明と営利の両立の壁を再度経験 　土地、建物、機械だけで

なく、自身の発明の特許権

まで、自らがこれまで築き上げ

てきたほとんどを失った佐吉。

まさに奈落の底に突き落と

され茫然自失の中、191 0

（明治43）年5月、西川秋次を連れ米国へ旅立ちます。西川は佐吉の妻・

浅子の遠縁にあたり、佐吉の生き方に感銘を受けていました。佐吉の勧め

により教師を辞め東京高等工業学校（現・東京工業大学）紡織科に入り

直し、卒業後は佐吉のもとに帰ってきました。

　失意の佐吉を欧米視察へと導いたのは、一縷の望みを米国に託し、

まだ道半ばの自動織機の発明を完成させたいという熱い思いでした。そこ

には、日本の資本家に対する強い反抗心、そして、自らの織機と海外の織機

を比較研究したいという思いもありました。佐吉のために、欧米での世話を

三井物産欧米各支店に依頼したのは藤野でした。不幸にも会社を去る

ことになってしまった佐吉を陰ながら応援していたのです。藤野の援助もあり

現地視察もスムーズに進行。米国の工場では、織機の試験設備は非常

（後の豊田織布菊井工場）を設立し、次弟・佐助に任せたことで、経営陣

との間に溝が生じました。やがて発明を優先させたい佐吉と営利をめざす

経営陣との対立が決定的となり、1910（明治43）年4月、豊田式織機（株）の

緊急重役会でついに決裂、佐吉は辞表を提出します。三井物産発案の提携は、

2回目も失敗に終わりました。

欧米視察の成果

動力織機を発明した佐吉は、1899年三井物産から共同事業を持ちかけられ、井桁商会の技師長に就任。

しかし、発明と営利の矛盾からわずか2年足らずで井桁商会を去りました。

再出発を果たした佐吉の豊田商会は、その後、順調に発展していきます。

そんな佐吉のもとへ再び三井物産から誘いが。果たして佐吉の決断やいかに…

温源知新豊田佐吉
生誕

150周年

記念特集

研究と創造の生涯 ～佐吉の志と、それを支えた人々～

※豊田式織機株式会社
現在は豊和工業株式会社として
工作機械の製造販売を中心に
事業展開しています。

1906年発売の三十九年式織機 1907年創立の豊田式織機（株）

欧米視察時の佐吉（43才）

藤野亀之助

豊田佐助

けいべん

アメリカの織機

アメリカの紡績工場

あきじ
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　「他力主義のため、再三体験せし失敗に鑑み、今回こそ不抜の大覚悟

　をもって人に頼らず、自力主義を本尊とし、発明に着手するに至れり」

　世界に目を開き自信を取り戻した佐吉は、豊田式織機（株）との決別の

意味を自立への開眼と悟り、「完全なる自動織機」の完成をめざす試験

工場建設の準備に取りかかります。苦心の末、資金調達を行い、1911（明治

44）年10月、愛知郡栄生字米田（トヨタ産業技術記念館の現在地）に土地

3,000坪を入手。1912（大正元）年11月、豊田自働織布工場が完成し、織機

100台でスタートします。翌1913（大正2）年には100台増設し、200台体制

とします。この頃、自動織機開発のために佐吉の片腕となって取り組んだのが

鈴木利蔵と岡部岩太郎です。二人は佐吉のアイディアの図面化や試作品

の制作などに尽力しました。開発を進める中、新しい問題に遭遇します。買い

入れた糸では品質が悪く、織機改良のための十分な試験が行えないことが

自動織機完成のため
豊田紡織株式会社を創設

43

に充実していて羨ましく思うものの、機構が複雑で回転数が低く振動が多い、

たて糸切れも多く風合いも良くないなど、多くの弱点に気がつきます。自分

の織機が劣らないことを知った佐吉は、実現しつつあった自動織機の発明が、

世界的価値を有することを確信して、「日本に帰って、もう一度自動織機の

発明にかけてみよう。世界一の自動織機を発明してみせる」と自らを鼓舞。

心機一転、佐吉の心に一筋の光が差し込みます。

　「国恩は大事たり、自己の恥辱は小事たり」

　佐吉は決意を固めます。

　旅の途中では、世界的化学者として名声を博していたニューヨーク在住

の高峰譲吉博士※を訪問します。博士は「発明家たるものは、その発明が

実用化されて社会的に有用な成果が得られるまでは決して発明品から

離れてはいけない。それが発明家の責任である」と佐吉を励ましました。

高峰博士は日米の経済、文化交流にも努めた人物で、博士から民間外交

の大切さも学びました。佐吉はその後ヨーロッパも視察して、1911（明治44）年

1月、帰国しました。

判明したのです。良質な原糸を製造して、自給自足を図るべく佐吉は紡績

工場を増設する一大決心をします。

　「自動織機発明完成の目的にて紡績工場を経営し、万一失敗に終わりて

　自分の財産を無にしてもいささかも悔いるところなし」

と、半ば強引に紡績工場を増設し、1914（大正3）年2月、豊田自動紡織工場

に改組します。自動織機の完成のために、財産を失う危険を冒してまで

紡績工場を造ることは、まさに一世一代の賭けでした。

　紡績工場を設計したのは西川秋次です。西川は佐吉が帰国後も1年半に

わたり米国に残り、佐吉の織機の特許申請と紡績技術の研究のために精力的

に取り組んでおり、その成果が発揮されたのです。

　また、佐吉の意気に感じて、資金協力するなど事業化に協力したのが

藤野亀之助です。藤野とともに三井物産名古屋支店長の児玉一造も、

佐吉の事業経営に協力。資金協力や3年延払いなどの便宜を図り、佐吉を

全面的に支援しました。児玉は後に三井物産棉花部から独立を果たし

東洋棉花（現・豊田通商）を立ち上げた実質的な創始者であり、物心両面

から佐吉の事業経営に協力しました。

　そしてこの頃、三井銀行名古屋支店長の矢田績の紹介で村野時哉が

財務担当に就任し、財務体制の基盤づくりに努めます。以来、村野は佐吉

が発明に専念できるよう、長年にわたり財務管理に尽力しました。

　一方、資金協力が縁で、佐吉と児玉一造の関係はますます密接になり、

1915（大正4）年10月、児玉一造は、弟・利三郎を佐吉の娘・愛子に紹介し、

入婿させます。利三郎は1912（明治45）年4月伊藤忠に入社後、フィリピン・

マニラ支店の初代支配人を務めていましたが、それ以降、豊田家の人として

活躍することになります。1917（大正6）年には豊田織布工場を西区北押切町

に移し、豊田織布押切工場に改称、長弟・平吉が経営にあたります。

　第一次世界大戦の特需もあり、業績は順調に拡大しこの機を捉えて工場

を拡充、もはや個人経営では円滑な運営ができなくなっていました。そこで、

1918（大正7）年1月、豊田自動紡織工場を改組し、資本金500万円で豊田紡織

株式会社を設立。大変親しい関係であった藤野は、佐吉の4万8千株に

次ぐ2万9千株を保有し個人的に支援します。佐吉が社長に就任し、豊田利三郎

が常務に就任、実質的な経営責任者になりました。同年3月には菊井紡織株式

会社も設立し、次弟・佐助が専務となり、経営にあたることになりました。

豊田佐吉生誕150周年記念特集

※高峰譲吉（1854-1922）
タカジアスターゼの創製やアドレ
ナリンの結晶抽出などの業績で
知られる世界的な化学者。アメリ
カに永住して研究を続けました。
また、ワシントンＤ．Ｃ．の桜並木
の植樹を企画し、資金提供するな
ど民間外交にも尽力しました。

高峰譲吉

児玉一造

村野時哉

鈴木利蔵

写真提供；金沢ふるさと偉人館

豊田利三郎

さこう

りぞう

あきじ
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1912年完成の豊田自働織布工場

岡部岩太郎
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　佐吉には高峰博士から教わった民間外交を中国で実践したいという思い

がありました。そこで1918（大正7）年、豊田紡織（株）の会社経営が軌道に

乗ると、その経営を利三郎に任せ、佐吉は日中親善と自動織機・環状織機

完成のための資金調達を目的に、上海を視察に訪れました。翌1919（大正8）

年10月、西川秋次を伴い、半永住の決意で再び上海に渡り、自ら発明

した織機で紡織業を興すための準備に取りかかります。しかし、初の

海外事業への挑戦に周囲からは反対の声も多く、しかも当時の上海では

日貨排斥運動の真っ只中にあり、工場用地の買収は難航を極めます。

　「障子を開けてみよ、外は広い」

　佐吉が上海進出に反対する親族に語った言葉です。そして、上海に

渡り1年後、用地を買収し工場を建設。1921（大正10）年11月、（株）豊田

紡織廠を設立。西川は常務に就任し、実質的な経営者として豊田紡織廠

の経営を任されます。以来、西川は人生を賭して中国での事業を発展

させていき、佐吉の織機開発に、喜一郎の自動車事業に資金面で大いに

貢献をしました。

　そしてこの後、佐吉が生涯をかけて発明に取り組んできた「完全なる自動

織機」の完成がいよいよ近づきますが、

思いもよらないことが起きます。豊田式

織機（株）との特許係争の問題が

ここへきて浮上したのです。

（第77号 第3回「完成の頂」編へつづく）

初の海外事業として中国・上海に進出

1921年設立の（株）豊田紡織廠

佐吉が、1919～27年の間、上海をベースに
発明に尽力したことは、あまり知られていま
せん。当時、豊田紡織（株）名古屋の3.6倍もの
生産規模を誇った（株）豊田紡織廠は、1921年
に上海で設立されたトヨタグループ初の海外
拠点です。この工場は、日中親善の精神のもと、
1945年まで稼働し、トヨタグループ発展の
一翼を担いました。2008年8月トヨタグループ
の原点のひとつに光を当てるべく、工場内に
あった事務所棟と食堂棟を復元し、展示施設
として、生まれ変わらせました。
日中親善にかけた佐吉の理想、それを継いだ
西川秋次の思いを春日井館長の解説とともに、
展示施設を周ることができます。上海にお越し
の際は、トヨタグループのもうひとつの発展史
をたどる「旅」をお楽しみください。

上海豊田紡織廠記念館のご案内

2階展示室（糸繰返機、常設写真展、木製人力織機） 食堂棟（手前）と事務所棟（奥）

1階展示室

上海市長寧区万航渡路2318号「上海豊田紡織廠記念館」住 所

国番号86-21-5273-1919予約電話 kasugai@toyota-boshoku.com予約メールアドレス

8：30～17：30開館時間 土・日曜日、中国の祝日（予約時にご確認下さい）休館日

約1時間半から2時間所要時間 無料入館料

佐吉ゆかり
の

記念館紹介

事前
予約制

西川秋次

上海の佐吉邸

ぼうしょくしょう

1918年設立の豊田紡織（株）1914年発売のN式織機（当館展示品）

豊田平吉
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